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一
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1

以
下

収
録

諸
史
料

に

さ
れ
た

に
つ
い
て

中
西
裕
二
・
井
上
隆
明

本
論

後

収
録

諸
史
料

、

中
西
論
文

白

川
論
文

内
容

関

。

内
容

、

以
下

簡
単

紹
介

。

本
史
料

平
成
十
五
年（

二
〇
〇
三）

頃、

甘
木
市
林
田

美
奈
宜
神
社

宮
司

内
藤
主
税
氏

発
見

、

慶
応
三
年
以
降

美
奈
宜
神

社

行

粥
占

記
録

。

形
態

竪
帳

、

絵
図

綴

方

、

後
年

粥
占
史
料

集

綴

間
違

。

中
西
論
文

述

通

、

現
在
美
奈
宜
神
社

粥
占

行

、

本
史
料

、

幕
末
期

占

行

。

現
在、

近
世
期

粥
占

記
録

残

地
区

、

管

見

限

浮
羽
町
田
籠

諏
訪
神
社
粥
占（

福
岡
県

民
俗
文
化
財
指
定）

、

朝
倉
町
志
波

宝
満
宮（

現
在

散
逸）

、

「

美
奈
宜
神
社
御
粥」

。

現
在
確
認

唯
一

粥
占
史
料

諏
訪
神
社
粥
占
史
料

比
較

、

記
録
年
度

少

断
片
的

点

否

、

儀
礼
執
行
者
名

記
載

、

占

対
象
地
域

筑
前
国
内

広

亘

、

現
在

近
隣
地
域

粥
占

共
通
点

多

詳
細

記
録

点

、

粥
占

性
格

窺

知

貴
重

史
料

言

。

（

天
保
十
一
年〔

一
八
四
〇〕）

本
史
料

、

中
津
藩
領

深
江
村（

現、

福
岡
県
糸
島
郡
二
丈
町
深
江

近
辺）

淀
川
組

神
社
仏
閣

関

書
上

。

形
態

竪
帳。

前
原
市
川

付

川
上
家

川
上
文
書
中

、

二
丈
町

平
成
十
四
年（

二

〇
〇
二）

同
十
六
年
度

行

町
誌
編
纂

過
程

内
容

明

。

白
川
論
文
作
成

当

本
史
料

非
常

重
要

位
置

占

。

本
史
料

特
徴

、

記
述

詳
細

寺
社

関

伝
承

多

記

点

。

通
常

、

寺
社
書
上
類

村
内

寺
社

関

基
本
台
帳

性
格

、

記
述
者

自
分

村

「

当

前

の

に

さ
れ
て
い
る

は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が

と

の

と
に

わ
る
も
の
で
あ
る

そ
の

に
つ
い
て

で

に

す
るは

の

に
お

い
て

の

に
よ
っ
て

さ
れ
た

に

で

わ
れ
た

の

で
あ
る

は

で
あ
る
が

の

じ

な
ど
か
ら
み
て

に
な
っ
て

の
み
を

め
て

じ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
ほ
ぼ

い
な
い

で

べ
ら
れ
て
い
る

り

で
は

は

わ
れ

て
い
な
い
が

か
ら
は

に
は
こ
の

い
が

わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る

か
ら
の

の

が

さ
れ
て
い
る

は

の

り
で
は

の

よ
り

の

は

そ
し
て
こ
の

の
み
で
あ
る

で
き
る

の

で
あ
る

と

す
る
と

が

な
く

で
あ
る

は

め
な
い
も
の
の

の

が
あ
る
こ
と

い
の

が

に

く

っ

て
い
る
こ
と
な
ど

の

の

と
の

が

く
か
つ

に

さ
れ
て
い
る

で

の

を

い

る
こ
と
の
で
き
る

な

で
あ
る
と

え
る

は

の

と
そ
の

の

に

す
る

で
あ
る

は

の

の

に
あ
っ
た
が

に
お
い
て

か
ら

に

わ
れ
た

の

で
そ
の

が

ら

か
に
な
っ
た

に

た
り

は

に

な

を

め

て
い
る

の

は

が

に
わ
た
り
か
つ

に

す
る

も

く

さ
れ
て
い
る

に
あ
る

で
は

は

の

に

す
る

と
い
っ
た
よ
う
な

で
あ
り

も

の

の

た
り

「

美
奈
宜
神
社
御
粥」

「

淀
川
組

神
社
仏
閣
書
上」

（
〔

〕
～

〔
〕）

慶
応
三
年

一
八
六
七

明
治
二
三
年

一
八
九
〇



（ ）

一
一
四

2

の

の

で
あ
る
た
め

や

の

き
さ
を

に

す

の
も
の
が

い

し
か
し
こ
の

は

の

が

ニ

で
あ
り

を

タ

ゆ
へ

の

の

が

と
し
て

の

を

し
た
こ
と
が

さ
れ
て
い
る

ま
た

に
は

ニ

ル

と
あ

り

の

が

に

す
る

で

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

は

で
あ
っ
て
も

し
く
は

ら
な
い

の

を

に

す
る
た
め

か
ら

の

き

り

を

っ
た
と

さ
れ
る

そ
れ
が
こ
の

の

の

さ
に
つ
な
が
っ
た

と

わ
れ
る

の
フ
ィ

ル
ド
ワ

ク
と

の

を

え
る

で
も

い

で
あ
る
と

え
る
だ
ろ
う

は

の

が

す
る

の

を

し
た
も
の
で
あ
る

は

が
な
い
た
め

は
わ
か
ら
な

い
が

の
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
る

は

の

で

り

げ
ら
れ
て
い
る

に
ほ
ど

い

に
あ
る

の

で
は

の

に

が

わ
れ
て
い
る

の

は

の

と

し
て
い
る
が

で
は

に

え
ら
れ
る

が

し

そ
の

は

の

で
の
み

さ
れ
る
の
に

し

で
は
こ
の

を

に

で
も

に

が

え
ら
れ

て
い
る

の

に

し
て
は

を

し
て
い
た
だ
き
た
い

は

の

と
は

し
て
こ
な
い
が

に
よ
る

の

に
よ
る

の

づ
け

に

す
る

は
と
も
に

の

で

を

と

す
る

の

と

の

そ
し
て

と
し
て
の

と
い
う

づ
け
を

い
て
お
り

そ
の

で
も

の

は

の

の

と

に
あ
る

ま
た

の

と

の

を

せ
て

む
こ
と
で

の

は
よ
り

に

な
る
と

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

に

と
し
て

す
る
こ
と
と
し
た

は

の

に

さ
れ
て
い
る

の

は

の

に
お
い
て

す
る

の

み
そ
ぎ
が

わ
れ
る

の

も

ね
て
お
り

に
も

に

し

な

が
み
ら
れ
る

の

に

つ
い
て
は

を

さ
れ
た
い

こ
の

を

き

し
た

は

を

め

に

し
て
い
た

の

を

に

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

は
そ

の
タ
イ
ト
ル
か
ら
わ
か
る
よ
う
に

お
そ
ら
く
は

の

と
し
て

あ
る
い
は

に

さ
れ
た

の

で
は
な
い
か
と

さ
れ
る

そ
の

は

に
わ
た
っ
て
お
り

と
く
に

が

の

」

世
界

報
告

、

敷
地
面
積

建
物

大

簡
単

記

程

度

多

。

史
料

、

淀
川
組

大
庄
屋
淀
川
徳
太
郎

「

当
年
漸
十
一

相
成
候」

者

、

職
務

「

未

不
相
勤

」

、

川
付

村

川
上
六
右
衛
門、

庄
崎
弥
七
郎

両
人

後
見

本
史
料

作
成

代

行

記

。

、

史
料
中

「

御
役
所

上

」

、

本
史
料

正
本

中
津
藩
側

提
出

目
的

作
成

。

、

両
人

隣
村

詳

知

地
域

書
上

詳
細

作
成

、

一

淀
川
組
内

実
地
検
分、

聞

取

行

推
測

。

文
書

記
述

詳
細

思

。

文
化
人
類
学

記
述

問
題

考

上

、

興
味
深

史
料

言

。

（

作
成
年
代
不
明）

本
史
料

、

二
丈
町
福
井

福
井
白
山
神
社

所
蔵

福
井
神
楽

祭
文

記

。

形
態

竪
帳。

年
記

成
立
年
代

、

近
世
期

推
察

。

二
丈
町
福
井

本
号
収
録

白

川
論
文

取

上

二
丈
町
淀
川

近

位
置

。

二
丈
町
福
井

福
井
白
山
神
社

毎
年
五
月

第
二
日
曜
日

通
称「

福
井

神
楽」

行

。

神
楽

形
式

福
岡
県
豊
前
市
近
辺

通
称「

豊
前

神
楽」

類
似

、

豊
前
神
楽

演
舞
中

本
来
唱

祭
文

消
失

、

概
要

近
世
末

文
書

確
認

対

、

福
井

神
楽

「

大
神
楽
根
帳」

元

現
在

演
舞
中

祭
文

唱

。

福
井
神
楽

全
容

関

、

二
丈
町
教
育
委
員
会
編（

二
〇
〇
五）

参
照

。

福
井
神
楽

本
号
所
収

論
文

直
接
関
係

、

白
川

豊
前
神
楽

論
考（

二
〇
〇
六）

、

白
川
・
中
西

福
井
神
楽

位
置

関

論
考（

二
〇
〇
五）

、

本
神
楽

分
析

神
仏
習
合

旨

寺
社
勢
力

存
在

民
俗
文
化

関
連
性、

祈

儀
礼

神

楽

位
置

説

、

意
味

福
井
神
楽

分
析

本
号

所
収

白
川
論
文
・
中
西
論
文

主
旨

同
一
線
上

。

本
神
楽

祭

文

上
記

論
考

併

読

、

白
川
論
文

論
旨

説
得
的

考

、

本
号

史
料

掲
載

。

（

大
正
四
年〔

一
九
一
五〕）

本
史
料

、

福
岡
県
前
原
市
川
付

宇
美
八
幡
宮

所
蔵

。

宇
美

八
幡
宮
宮
司

武
内
家

、

本
号
所
収

中
西
論
文
・
白
川
論
文

登
場

前
原
市
白
糸

寒

行

熊
野
神
社

宮
司

兼

、

史
料
中

同
行
事

関

詳
細

記
述

。

宇
美
八
幡
宮

社
史

本
史
料

参
照

。

史
料

書

残

武
内
寅
男

宇
美
八
幡
宮
宮
司

務

、

同
宮

伝

存

文
書

整
理

積
極
的

行

。

本
史
料

、

、『

福
岡
縣
神
社
誌』（

大
日
本

神
祇
會
福
岡
縣
支
部〔

一
九
四
四

五
六〕）

編
纂

基
礎
史
料

神
社
庁

行
政
機
関

提
出

報
告
書

写

推
測

。

記
述

詳
細

、

武
内
家

神
宮
寺

社
僧（

寶
蔵

ー

ー

「

大
神
楽
根
帳」

「

宇
美
八
幡
宮

雉
琴
神
社

天
降
神
社

熊
野
神
社

福
岡
縣
神
社
誌
料
調

書

合
綴」

¸

－



（ ）

一
一
五

以
下

収
録

諸
史
料

（

中
西
・
井
上）

3

に

さ
れ
た

に
つ
い
て

坊）

長

神
社
祭
祀

携

記
事

、

次

二

点

注
目

。

第
一

、

白
川
論
文

取

上

、

前
原
市

隣
接

二
丈
町

深
江

深
江
神
社

祭
祀
形
態、

真
言
宗

僧
侶
秀
覚
院

神
社

宮

司

務

形
態

宇
美
八
幡
宮

同
一

点、

両
社

怡
土
郡

代
表

古
社

含

点

、

両
部
神
道

神
社
祭
祀

地
方

例
外
的

一
般
的

窺

点

。

第
二

、

武
内
寅
男

自

坊
号

示

宮
司

正
統
性

主
張

点

。

本
史
料

執
筆

時
期

、

明
治
維
新

後
既

半
世
紀

経
過

、

神
仏
分
離

国
家
神
道

民
衆

隅
々

浸
透

考

。

維
新
後、

国
家
神
道

神
職
資
格

得

、

社
僧

多

僧
籍

離

自

由
緒

隠

宮
司
・
神
主

新

道

模
索

。

従

、

過
去

自

語

、

当
時

神
道
政
策

文
脈
上
不
利

働

、

当
時

多

宮
司
・
神
主

自

過
去

封
印

。

、

武
内

史
料

読

限

、

歴
史

置

、

他

宮

司
・
神
主

別
格

、

歴
史

有

神
職

点

主
張

感

。

、

当
時

社
会
的
文
脈

併

考

非
常

興

味
深

記
述

。

武
内
寅
男

本
史
料

他「

長
野
庄
八
幡
宮
及

長
嶽
山
神
宮
寺
古
文
書
古
記

録
調
書」（

大
正
六
年）

、「

福
岡
縣
糸
島
郡
長
糸
村
鎮
座
郷
社
宇
美
八
幡
宮
御
由

緒
及
所
蔵
古
文
書
摘
録」（

大
正
六
年）

著

。

多

中
世
文
書

写

、

残
念

大
部
分

散
逸

。

幸

、

明
治
二
十
年（

一
八
八
七）

久
米
邦
武

宇
美
八
幡
宮

調
査

際

作
成

思

影
写
本
二
十
点

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

所

蔵

（

一
点

偽
文
書、

十
一
点

偽
文
書

）

。「

長
野
庄
八
幡

宮
及

長
嶽
山
神
宮
寺
古
文
書
古
記
録
調
書」

冒
頭

、

久
米
邦
武

他、

同
宮
所
蔵

文
書

調
査

研
究
者

名

列
記

、

同
宮

対

歴
史
的
再
評
価

期
待

窺

。

同
時

、「

福
岡
縣
糸
島
郡
長
糸
村
鎮

座
郷
社
宇
美
八
幡
宮
御
由
緒
及
所
蔵
古
文
書
摘
録」

冒
頭「

宇
美
八
幡
宮
御
由

緒
及
沿
革
概
説」（

内
容

本
号
所
収
史
料

同
一）

、「

長
野
郷

名

倭
名
抄

見

最
古

地

而

此
霊
蹟
未

世

顕
彰

案

地

僻
陬

千
古

遺
跡

蔵

易

雖
遂

時
人

周
知

處

識
者
偶
是

筆

足
跡

此
土

印

特

封
建

世
中

津
領

續
風
土
記
並

拾
遺

著
者

其
概

博

研
鑚

碍

恨

」

、「

歴
史

渇
望」

言

著
者

思

垣
間
見

。

本
文
書
目
録

、

淀
川
組
一
貴
山
村（

現、

福
岡
県
糸
島
郡
二
丈
町
一
貴
山）

庄
屋

徳
田
家

伝
存

文
書

整
理

（

徳
田
家

現
在
福
岡
市
内

転
出）

。

徳
田
家

江
戸
初
期

一
貴
山
村

唐
津
藩
領

頃、

唐
津
藩

命

肥
前
国
東
松
浦
郡
千
々
賀
村（

現、

唐
津
市
千
々
賀）

当
地

遣

庄
屋

、

一
貴
山
村

中
津
藩
領

と
し
て

く

に

わ
っ
て
い
た
と
い
う

は

の

つ
の

で

さ
れ
る
だ
ろ
う

は

で

り

げ
ら
れ
て
い
る

に

し
た

の

の

す
な
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ち
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を

め
る
と
い
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が

と
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あ
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そ
し
て
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す
る
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ま
れ
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か
ら

に
よ
る
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で
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と
い
う
よ
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し
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で
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た
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え
る

で
あ
るは

が

ら
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を
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な
が
ら

と
し
て
の

を

し
て
い
る
と
い
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で
あ
る

が

さ
れ
た

は

に
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と

が

の
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で

し

て
い
た
と

え
ら
れ
る

の
も
と
で

を

る
た
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に
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く
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を

れ

ら
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し
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が
ら

と
し

て
の
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を

す
る
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っ
た

っ
て

そ
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を

ら

る
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と
は

の
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い
う

に
し
か
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ず

の

く
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を

し
た
き
ら
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あ
る

し
か
し
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り

む
し
ろ
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に
ア
イ
デ
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テ
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テ
ィ
を

き

の

と
は

の

を

す
る

で
あ
る

を

し
て
い
る
よ
う

に

じ
ら
れ
る

こ
れ
は

の

と

せ
て

え
る
と

に

い

で
あ
る

は

の

び

を

し
た

そ
の

く
は

の

で
あ
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が

な
こ
と
に

は

し
て
し
ま
っ
て
い
る

し
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と
に

に

が

で

し
た

に

し
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と

わ
れ
る

が

に

さ
れ
て
い
る
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ち

は

は

カ

び

の
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の

の

を

し
た

の

が

さ
れ
て
お
り

に

す

る

へ
の

が

え
る

に

の

は

と
ほ
ぼ

で
は

ノ

ニ

ユ

ノ

ナ
リ

シ
テ

ダ

ニ

セ
ラ
レ
ズ

ズ
ル

ニ

ノ

ナ
ル
ハ

ノ

ヲ

ス
ル
ニ

シ
ト

ニ

ノ

ス
ル

ト
ナ
ラ
ズ

ヲ

ニ
ス
ル
モ

ヲ

ニ

セ
ズ

ニ

ノ

タ
リ
シ
ハ

ニ

ノ

ヲ
シ
テ

マ
マ

ナ
ル

ヲ

ゲ
タ
ル
ヲ

ミ
ト
ス

と
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り

の

と
で
も

う
べ
き

の

い
を

る
こ
と
が
で
き
る

は
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で
あ
っ
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に

し
た

を

し
た
も
の
で
あ
る

は

に
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に

が

で

あ
っ
た
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で

よ
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わ
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れ
た

で

の
ち
に

が

に
な
っ
て
か

「

糸
島
郡
二
丈
町
一
貴
山
・
徳
田
家
所
蔵
文
書
目
録」（

中
西
裕
二
・
井
上
隆
明

編）
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ら
も

を

め
て
い
た

そ
の
た
め

で
は

を

し
て

と
も

ぶ
こ
と
が
あ
る

は

に
お
け
る

の

を

も

め
て
い
る

と

え
る

の

け

に
は

つ
の

が
つ
け
ら
れ

こ
の

が

の

な

を

っ
て
い
た
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と
い
う

で
あ
る
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の

に
つ
い
て
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を

し
て
い
た
だ
き
た
い

の

く
は

に

を

め
た

が

し
て
い
る

は

の

と
の

が

か
っ
た
こ
と
が

の

か
ら
も

え

の

の

を

る

で
も

が
あ
る
で
あ
ろ
う

そ
し
て

に

が
い

わ
ば
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

み
と

す
る
よ
う
な

を

し
て
い
た

で

の

の

に
は

の

と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

く

さ
れ
て
い
た

が

か
ら

み
と
る
こ

と
が
で
き
る

こ
れ
は

の

を

え
る

で

に

い

で
あ
る
と

え
る
が

で
は
そ
れ
を

に

じ
る

が
な
い

ら

か
の

に

で
そ
の

に
つ
い
て

を

め
た
く

う

な
お

を

き

の

に

し
て
は

の

に

っ
て
い
る

で

さ
れ
た

が

な

は

に

を

し
て

を

し

さ
れ
た

が
あ
る

に
は

に

し
た

が

え
た

に
は
す
べ
て

を

し
た

な
お

に

し
て
あ
る
も
の
は

り
と
し
た

を

く

を

と
し
て

の

と

の

づ
け

代
々
庄
屋

務

。

一
貴
山

、

徳
田
家

称

「
入
庄
屋」

呼

。

一
貴
山
村

、

二
丈
町

寺
社
勢
力

痕
跡

最

留

村

言

。

村

草
分

十
二
軒

八

坊
名

、

八
坊

祭

祀

重
要

役
割

担

。

徳
田
家

政
所
坊

坊
名

。

詳
細

中
西（

二
〇
〇
五）

参
照

。

徳
田
家
所
蔵
文
書

多

、

一
九
世
紀
中
頃

庄
屋

務

徳
田
信
敬

（

一
八
一
四

一
八
八
二）
収
集

。

彼

近
隣

知
識
人

親
交

深

本
目
録
中

史
料
群

窺

、

当
時

上
層
農
民

知

的
傾
向

知

上

価
値

。

同
時

、

庄
屋
層

枠
組

接
合

知
識

欲

頃、

一
方

一
貴
山
村

村
人

中

天
台
衆
徒

末
裔

根
強

残

点

、「

淀
川
組

神
社
仏
閣
書
上」

読

。

、

民
俗
文
化

形
成

考

上

非
常

興
味
深

状

況

言

、

本
号

詳
細

論

余
裕

。

何

機
会

、

別
稿

点

考
察

深

思

。

、

目
録

除
、

史
料

翻
刻

際

以
下

凡
例

従

。

一、

原
史
料
中

抹
消

文
字

判
読
可
能

場
合

左
傍

付

原
文

残

、

訂
正

文
字

場
合

右
傍

付

。

一、

校
訂
者

加

傍
註

〔
〕

施

。

、

底
本

傍

註

、

底
本
通

。

白
川
琢
磨

二
〇
〇
六（

予
定）「〈

落
差〉

解

―

豊
前
神
楽

例

―
」『

国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告』

一
三
二
集。

白
川
琢
磨
・
中
西
裕
二

二
〇
〇
五「

福
井
白
山
神
社

諸
史
料

神
楽

位
置

」『

福
井
神
楽』

（

二
丈
町
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書

第

集、

二
丈
町
教
育
委
員
会
編）

四
三―

五
〇
頁、

二
丈
町
教
育
委
員
会。

中
西
裕
二

二
〇
〇
五「

民
俗」『

二
丈
町
誌

平
成
版』（

二
丈
町
誌
編
纂
委
員
会
編）

六
四
三―

七
一
六
頁、

二
丈
町。

二
丈
町
教
育
委
員
会
編

二
〇
〇
五『

福
井
神
楽』（

二
丈
町
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書

第

集）

二
丈

町
教
育
委
員
会。

大
日
本
神
祇
會
福
岡
縣
支
部
編
纂

一
九
四
四―

五
六『

福
岡
縣
神
社
誌』

－

３

３

参

考

文

献


